


書式第１２号（法第２８条関係） 

事 業 報 告 用 
 

 

 

特定非営利活動法人 日本科学振興協会  

 

１ 事業の成果 

令和５年度は、組織基盤の確立に注力しながら、科学振興に関する対話や交流を促進するために、年

次大会２０２３を含めたさまざまな交流会や意見交換会などの開催、科学やその研究を身近に感じるこ

とができるイベントを実施した。さらに、科学教育や研究開発の体制、制度改革に関する提言や働きか

け、各業界の方々との対話を実施した。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業                （事業費の総費用【28,339】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

1 科学技術振
興等に関する
調査研究事業 

企業の研究助成事業の
調査（社会連携 WG） 

随時 オンラ
イン 

4 会員およ
び一般 

不特定
多数 

0  

1 科学技術振
興等に関する
調査研究事業 

研究公正に関する認識、
その教育・訓練について
の国内調査への協力（研
究環境改善 WG 研究公正
ユニット） 

9 月移行複
数回 

オンラ
イン 

5 会員およ
び一般 

不特定
多数 

0  

2 科学技術振
興等に関する
資料情報の収
集および提供
事業 

研究環境のうち、特に研
究施設・設備・機器・技
術といった「研究基盤」
と、それらを支える技術
職員・研究者の環境改善
についての議論を行っ
た。（研究環境改善 WG
研究基盤ユニット） 

随時 オンラ
イン 

5 会員およ
び一般 

不特定
多数 

0  

2 科学技術振
興等に関する
資料情報の収
集および提供
事業 

科学研究全般に共通す
る行動規範、および領域
毎の研究公正について、
ユニット内で議論を行
い、研究公正にかかる提
言の作成、推進のための
活動、国内外の研究公正
に関わる組織との連携
などを行う。（研究環境
改善 WG 研究公正推進ユ
ニット） 

随時 オンラ
イン 

5 会員およ
び一般 

不特定
多数 

0  

2 科学技術振
興等に関する
資料情報の収
集および提供
事業 

研究環境にまつわる
様々なトピックについ
て意見を収集する窓口
を設置し、運営した。（研
究環境改善 WG ご意見窓
口ユニット） 

随時 オンラ
イン 

3 会員およ
び一般 

不特定
多数 

0  
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3 科学技術振
興等に関する
機関誌および
図書の刊行事
業 

実施せず      0  

4 科学技術振
興等に関する
人材育成事業 

2040 年の研究人材育成
事業・研究発表シンポジ
ウム（社会連携 WG教育） 

複数回 オンラ
イン 

30 一般 100 573  

4 科学技術振
興等に関する
人材育成事業 

学生アイデアファクト
リー2023 を開催（学生
アイデアファクトリー
PJT） 

① 2023/7/1
～2 
②随時 
③10/8 

①東京
エレク
トロン 
松島ク
ラブ 
②オン
ライン
等 
③秋葉
原 UDX 

10 一般 50 5,174  

4 科学技術振
興等に関する
人材育成事業 

大学院生支援に関する
勉強会（学生部 PJT） 

随時 オンラ
イン 

3 会員およ
び一般 

不特定
多数 

0  

5 科学技術振
興等に関する
普及推進事業 

年次大会 2023「会いに
行ける科学者フェス」を
開催（年次大会実行委員
会） 

2023/10/7～
13 

秋葉原
UDX、オ
ンライ
ン 

100 会員およ
び一般 

4,900 22,532  

5 科学技術振
興等に関する
普及推進事業 

note の記事作成・公開
（広報・アウトリーチ
PJT） 

2023/4/15、
16 

オンラ
イン 

3 一般 不特定
多数 

0  

5 科学技術振
興等に関する
普及推進事業 

2040 年の研究人材のた
めの有識者会議（社会連
携 WG教育） 

複数回 オンラ
イン 

30 会員およ
び一般 

不特定
多数 

0  

5 科学技術振
興等に関する
普及推進事業 

新たな産学連携スキー
ムのための調査活動（社
会連携 WG 企業コミュニ
ケーション） 

複数回 オンラ
イン 

20 会員およ
び一般 

不特定
多数 

0  

5 科学技術振
興等に関する
普及推進事業 

産学連携トライアルワ
ークショップ（社会連携
WG 企業コミュニケーシ
ョン） 

複数回 オンラ
イン 

20 会員およ
び一般 

不特定
多数 

0  

5 科学技術振
興等に関する
普及推進事業 

産官学連携の実務経験
者よるセミナー（社会連
携 WG 企業コミュニケー
ション） 

複数回 オンラ
イン 

20 会員およ
び一般 

不特定
多数 

0  

5 科学技術振
興等に関する
普及推進事業 

科学教育アドベントカ
レンダー（教育対話促進
PJT） 

12/1~25 Web 1 会員およ
び一般 

不特定
多数 

0  

5 科学技術振
興等に関する
普及推進事業 

「あなたの考える【科学
の○○問題】とは？」ワ
ークショップ実施（教育
対話促進 PJT） 

2/29 オンラ
イン 

3 会員およ
び一般 

17 50  

5 科学技術振 JAAS のリソースを最 6/11, 横浜市 5 会員およ 不特定 0  



興等に関する
普及推進事業 

大限活用することを目
的とした、情報交換会の
企画・実施（大阪万博
PJT） 

10/7~10/13 藤棚地
区セン
ター、オ
ンライ
ン、秋葉
原 UDX 

び一般 多数 

6 科学技術振
興等に関する
政策提言事業 

日本の科学技術が直面
している危機とその要
因、科学技術とは何か、
日本の科学技術が目指
すもの等について議論。
研究環境全般のグラン
ド・デザインとそのため
の具体的な施策案を検
討。（研究環境改善 WG
グランドデザイン案検
討ユニット） 

数ヶ月に 1
回 

オンラ
イン 

10 会員およ
び一般 

不特定
多数 

0  

6 科学技術振
興等に関する
政策提言事業 

日本工学アカデミー政
策共創推進委員会等を
通して衆議院議員や文
部科学省官僚等の意見
交換を実施（代表理事） 

2023/12/7
他 

衆議院
議員会
館など 

2 一般 不特定
多数 

0  

7 科学技術振
興等に関する
調査研究の委
託・助成事業 

企業の研究助成事業の
調査に関する委託事業
の実施（社会連携 WG） 

2 回 オンラ
イン 

4 会員およ
び一般 

不特定
多数 

0  

8 1～6に係る広
報および情報
発信事業 

組織広報 TT からの依
頼による、JAAS 公式
Web サイトの更新（広
報・アウトリーチ WG
コンテンツ制作ユニッ
ト） 

随時 オンラ
イン 

6 会員およ
び一般 

不特定
多数 

0  

8 1～6に係る広
報および情報
発信事業 

インシデント対応（組織
広報 TT） 

随時 オンラ
イン 

5 会員及び
一般 

不特定
多数 

0  

8 1～6に係る広
報および情報
発信事業 

メルマガの発行（組織広
報 TT） 

毎月 オンラ
イン 

15 会員 200 0  

8 1～6に係る広
報および情報
発信事業 

JAAS 公式ウェブサイト
の更新（組織広報 TT） 

随時 オンラ
イン 

3 会員及び
一般 

不特定
多数 

0  

8 1～6に係る広
報および情報
発信事業 

JAAS ホームページの英
語版の制作（組織広報
TT） 

随時 オンラ
イン 

1 会員及び
海外一般 

不特定
多数 

0  

8 1～6に係る広
報および情報
発信事業 

SNS の運用管理（組織広
報 TT） 

随時 オンラ
イン 

3 会員及び
一般 

不特定
多数 

0  

8 1～6に係る広
報および情報
発信事業 

Youtube 動画管理（2本）
（組織広報 TT） 

9/15,12/29 オンラ
イン 

2 会員及び
一般 

不特定
多数 

0  

9 国内外の関 日本における研究人材 随時 オンラ 5 会員およ 不特定 0  



係諸機関等と
の連携・交流・
連絡調整事業 

のキャリアパスの理想
像について、産官学のあ
らゆるセクターに対し
てシンクタンク的にア
ドバイスするための議
論（研究環境改善 WG キ
ャリアパス検討ユニッ
ト） 

イン び一般 多数 

9 国内外の関
係諸機関等と
の連携・交流・
連絡調整事 

人文社会学系の研究者
を講師とした勉強会を
実施し、人文社会学系特
有の課題を抽出・課題ご
との解決策を検討。（研
究環境改善 WG 人社系ユ
ニット） 

数ヶ月に 1
回 

オンラ
イン 

5 会員およ
び一般 

各回 20
名程度 

0  

9 国内外の関
係諸機関等と
の連携・交流・
連絡調整事 

TeamExpo2025 を介した
国内外の関係諸機関な
どとの連携・交流・連絡
調整（大阪万博 PJT） 

6/11, 
10/7~10/13 

横浜市
藤棚地
区セン
ター、オ
ンライ
ン、秋葉
原 UDX 

5 会員およ
び一般 

不特定
多数 

0  

9 国内外の関
係諸機関等と
の連携・交流・
連絡調整事 

「科学研究への信頼」に
関するシンポジウムの
開催（研究環境改善 WG
研究公正ユニット） 

10/7~10/13 秋葉原
UDX、オ
ンライ
ン 

8 会員およ
び一般 

不特定
多数 

0  

9 国内外の関
係諸機関等と
の連携・交流・
連絡調整事 

日本 NPO センターとの
連携 

随時 オンラ
イン 

2 会員 200 10  

 

 

（２）その他の事業                     （事業費の総費用【   0】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

事業費 
（千円） 

広告掲載事業 4 科学技術振興等に関する人材育成事業、5 科
学技術振興等に関する普及推進事業に包括し
て実施 

    

研究受託事業 実施せず     
 



法人名： 特定非営利活動法人日本科学振興協会

活動計算書
2023　年　4　月　1　日　から　2024　年　3　月　31　日　まで

(単位：円)

科　　目 金　　額

 I  経常収益

1. 受取会費

正会員受取会費 2,432,000

賛助会員受取会費 75,000

協賛会員受取会費 400,000 2,907,000

2. 受取寄附金

受取寄附金 8,597,599 8,597,599

3. 受取助成金等

受取民間助成金 150,000 150,000

4. 事業収益

科学技術振興等普及推進事業収益 18,045,800

人材育成事業収益 7,921,580 25,967,380

5. その他収益

雑収益 197,798 197,798

　　経常収益計 37,819,777

 II  経常費用

1. 事業費

（1）人件費

人件費計 0

（2）その他経費

業務委託費 21,699,522

謝金 1,287,000

印刷製本費 865,015

会議費 200,875

交際費 618,500

旅費交通費 2,355,213

通信運搬費 172,807

消耗品費 740,798

保険料 37,674

諸会費 10,000

租税公課 6,300

支払手数料 169,667

広告宣伝費 175,564

その他経費計 28,338,935

事業費計 28,338,935

2. 管理費

（1）人件費

人件費計 0

（2）その他経費

業務委託費 4,318,446

通信運搬費 89,170

支払手数料 28,839

その他経費計 4,436,455

管理費計 4,436,455

　　経常費用計 32,775,390

当期正味財産増減額 5,044,387

法人税、住民税及び事業税 2,796,100

前期繰越正味財産額 9,550,557

 　　 次期繰越正味財産額 11,798,844



法人名： 特定非営利活動法人日本科学振興協会

貸借対照表
2024　年　3　月　31　日　現在

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 資産の部

1. 流動資産

現金預金 15,005,246

未収金 1,296,798

流動資産合計 16,302,044

2. 固定資産

固定資産合計 0

資産合計 16,302,044

Ⅱ 負債の部

1. 流動負債

未払金 1,680,069

未払法人税等 2,796,100

前受金 10,000

預り金 17,031

流動負債合計 4,503,200

2. 固定負債

固定負債合計 0

負債合計 4,503,200

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産 9,550,557

当期正味財産増減額 2,248,287

正味財産合計 11,798,844

負債及び正味財産合計 16,302,044



財務諸表の注記

1. 重要な会計方針

（1）

（2） 消費税等の会計処理

2. 事業別損益の状況

事業別損益の状況は以下の通りです。

3. 活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳

金　　額

90,000

555,000

1,180,000

120,000

(単位：円)

内　　容 算　　定　　根　　拠

科学技術振興等に関する人材育成事業（記事執筆等） 原稿料の相場単価×記事数

広報および情報発信事業（組織広報業務） 同業他社への業務委託内容を参考

科学技術振興などに関する普及推進事業（イベント時のポスター制作、SNS広

告、講演等） 外注費の相場単価×数量など

消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。

施設の提供等の物的サービスを受入れは、活動計算書に計上しています。また計上額の算定方法は「３．施設の提供等の物的サービスの受入の内訳」に記載しています。

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（２０１０年７月２０日　２０１7年１２月１２日最終改正　ＮＰＯ法人会計基準協議会）によっています。

施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

その他法人の目的を達成するために必要な事業（情報システム管理業務）
東京都の最低賃金×従事時間

活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の状況は以下の通りです。



法人名： 特定非営利活動法人日本科学振興協会

財産目録
2024　年　3　月　31　日　現在

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 資産の部

1. 流動資産

現金預金

三菱ＵＦＪ銀行（法人全体） 13,568,985

三菱ＵＦＪ銀行（収益事業） 1,436,261

未収金

2022年度正会員A会費 30,000

2023年度正会員A会費 680,000

2023年度正会員B会費 48,000

2023年度賛助会員会費 51,000

2023年度協賛会員会費 300,000

消費税還付 187,798

流動資産合計 16,302,044

2. 固定資産

固定資産合計 0

資産合計 16,302,044

Ⅱ 負債の部

1. 流動負債

未払金

㈱エー・イー企画 1,490,852

日本NPOセンター 50,000

立替経費 42,280

諸謝金 96,937

未払法人税等

法人税及び地方法人税 1,905,100

事業税等 700,200

法人住民税 190,800

前受金

2024年度正会員A会費 10,000

預り金

源泉所得税 17,031

流動負債合計 4,503,200

2. 固定負債

固定負債合計 0

負債合計 4,503,200

正味財産 11,798,844
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